
「会津をリードする社会事業家たちの取り組み」 いけるかということに対する期待感
がとても大きかったのです。しかし、
会津大学のコンピュータサイエン
スはテクノロジー寄りで、インター
ネットでの販売促進というノウハウ
的なものは専門ではないのです。そ
のギャップを抱えた中で、地域の要
望にどう応えるかを考えた時に、そ
もそもインターネットで売れる商品
を作らなければならないことに気が
ついたのです。売れる商品を作らな
いと、ＩＴも生かせないし、会津大
学が出来たことを真に喜んでもらえ
ない。では売れる商品作りをやって
いる人がいるかというと、これは玄
人の領域なので、なかなか地域には
いなかったのですね。そこで、今後、
そういう人が重要になってくるだろ
と考えました。
インターネットのマーケットは、
国際マーケットです。グローバルな
商品が出ていくところですから、文
化の色が強い商品ほど国際マーケッ
トに行くと差別化ができるのです。
そこで会津の強みは農業にあると考
えて取り組んだのがお米のブランド
化です。お米を戦略的に捉え、地域
物産の商品化を手がける会社を作り

ました。今は商品のブランド化以外
に、「食と農業」のプロデュースとい
いますか、商品化のお手伝いや販路
開拓の支援、人材教育の支援なども
行っています。
江花　ＮＰＯ法人まちづくり喜多方
の江花です。前身はベロタクシーを
走らせるために立ち上げた「ＮＰＯ
法人環境ストレンクス」です。そも
そもは、この会津でベロタクシーが
走ったら面白そうだという単純な目
的で活動を始めました。現在、ベロ
タクシーを３台所有し、４月から 11
月末まで毎日、喜多方市中心部を走っ
ているのですが、毎日走ることによ
り地域の方々から意見を吸い上げ実
行に移してきた結果、３年を経て「目
に見えるわかりやすい組織にしたほ
うがいい」という提案から、昨年「Ｎ
ＰＯ法人まちづくり喜多方」に変更
登記を行いました。
私たちの地域には隠れた宝、魅力
的な資源が溢れています。しかし、
それらは全国的なブランドには劣っ
てしまいます。それらをどうブラン
ディングして地域を売り出していく
かが私たちの主な活動です。また、
コンパクトなエリアで活動すること

貝沼　皆さま、本日はよろしくお願
いいたします。本日の司会・進行を
務めさせていただきます、株式会社
明天の貝沼です。さて、私たち「会
津産業おこしネットワーク」では、
会津の未来を担う産業や市民活動を
紹介し、市町村の区分や業種の壁を
越えたネットワークを作っていこう
ということを４ヵ年計画でカタログ
とポータルサイトの作成をしており
ます。１年目はＩＴ系を中心とした
ベンチャー企業を、２、３年目はも
のづくり製造業を取り上げました。
最終年の今年度は、会津のＮＰＯ活
動やまちづくりの現状を紹介したい
と考えております。
そのようなことで、本日は会津の
中でコミュニティビジネス、ソーシャ
ルビジネスという側面で活躍されて
いる方々にお集まりいただきました。
近年ようやく社会起業家という言葉
が新聞などで取り上げられています
が、皆さんはそのような言葉が出
る以前から事業を通して地域、社会
をより良くして行こうと活動してい
らっしゃいます。
今回は、皆さんの取り組み内容や

志の源流、ご苦労されている部分、
今後の展望、これからの会津に大切
なこと、そして、本日お集まりいた
だいた方同士、互いに連携をするこ
とでどんなチャレンジの方法がある
のか、そのヒントとなるようなお話
しをお聞きできればと思います。本
日は会津短大の森教授、会津地方振
興局の塚原企画商工部長にもお来し
いただいております。行政や大学へ
の期待、要望というところにも議論
がおよべばと思います。
それではさっそくお一人ずつ自己
紹介と事業紹介をお願いいたします。
本田　会津食のルネッサンスの本田
です。今回の４ヶ年事業の中では、
１年目にはベンチャー企業という立
場で参加させていただきました。今
は、会津大学とのベンチャー企業を
譲り、５年程前から「食と農業」を
切り口とした事業をやっております。
会津大学が地域にどう貢献してく
かを考えた時、ＩＴというものに対
して地域の人たちは大きな可能性を
抱いていることが分かりました。中
でもインターネット上の新しいマー
ケットで、どう売り上げを伸ばして

によって、地域活性化のモデルを構
築しノウハウを蓄積しようと考えて
おります。
この地域は、環境的にモノが良く
採れ昔から自給率が高い地域でした。
それが昨今の合理化で、昔からの流
通経路が忘れ去られ衰退の道を歩ん
でしまっているのです。常に私たち
は今あるものをどう活かすか、どう
見える形にしていくか、さらに建物
などについては、伝統的建造物など
の活用方法を提案しながら、「クラし
たいまちづくり」を実践していくこ
とを理念に活動しています。
横田　私はもともと「リクルートじゃ
らん」に 10 年ほど勤めておりまし
て、営業、原稿作成、それからお宿
さんと一緒に企画を作るというとこ
ろまでやっていました。退社後に立
ち上げた「つむぎ企画」では、宿作り、
観光を基盤とした地域づくりをさせ
ていただいています。これは全国か
ら福島に、会津にどうやってお客さ
んを呼ぶかというところをベースに
しています。観光から派生して、最
近は宿の人たちが地元の食材をもっ
と使おうと地産地消に取り組み始め
たのです。といっても、実際には使
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本田　一つは父を通して農業の衰退
というものが聞こえてきたからだと
思います。うちは農業というよりは
青果問屋ですから、どんな農産物を
作るかといった、商品化の部分だけ
が問屋らしい機能だったのです。で
も、日本の農業の進むべき方向が間
違っているように感じたのですね。
だんだん在来品種がなくなって野菜
が本来持っていた特徴が失われてい
き、地元らしい品種をどう作っていっ
たらいいのだろう、どう残していっ
たらいいのだろうと考えたのです。
今、伝統野菜にも取り組んでいます
が、これは十数年前父が立ち上げた
ものがきっかけです。在来種や地域
のことについて話していると、ＩＴ
は３年、５年でどう作るかですが、
50 年、100 年、200 年という壮大
なスパンの話になっていくんです。
なにかそちらのほうが地域における
自分の役割という視点で大事に思え
てきたというのが正直なところです。
横田　本田さんは幼い頃に土に触っ
て育ってきたんですか？
本田　そうです。幼い頃はよく父に
連れられて農家を回っていました。
父が商談中には、その家の奥さんに
連れられて畑に行って、虫を追いか
けたり、芋ほりをしたりしていまし
た。
横田　今、食育という観点から、子
供さんたちに「畑に行こう」と勧め
る取り組みがあるんです。幼い頃か
ら土に触らせておくと、大きくなっ
てから野菜とか畑とかいったものを
身近に感じるようになるだろうとい
う話なのですが、私はちょっと疑問
があります。子供の頃に土に触った
経験が大きくなった時に、農家さん
への憧れになるか、逆に「あんなこ
とはやりたくない」と思うか、どち
らかだと思っているんです。決して
結果論ではないんですが、本田さん
はＩＴに一回行ったけれども、戻っ
てこられました。だとしたら、これ
からの若者たちも一度は違う仕事を

いたいけれども使えない事情や、使
おうとしているのだけれども使い切
れない現状などあり、私が地産地消
のお手伝いする「素材広場」の運営
もしています。福島県に、会津に多
くの方に来ていただいて、その方た
ちの満足度を上げられるような活動
をしています。
江川　私は、ＮＰＯ法人寺子屋方丈
舎の代表をしております江川と申し
ます。私どもの団体は、皆さんのま
ちづくりとは全く違う主旨ではじ
まった団体です。学校に行かない不
登校の子ども、高校中退者の支援を
しております。事業内容は、いわゆ
るフリースクール事業と、学校へ行っ
ている子どもに対しての環境教育を
行う事業が主となっています。私ど
もは不登校という少数派の子どもた
ちを相手にするところからはじまっ
ているので、ある意味「やむにやま
れぬ」というところからはじまって
います。最近は環境教育の事業をは
じめて、地域にも入っています。そ
こで感じるのは、学校へ行っている
子どもと行っていない子どもも、基
本的には同じような悩みを持ってい
て、そこであえて区別する必要はな
いということです。地域、社会の中
で子どもたちがどう生きるかという
視点はどちらにも必要だということ
です。
最近は環境教育の延長線上で地域
づくりにも少し首を突っ込むことが
多くなってきております。
照島　私は、30 年以上前 20 代のと
きに東京から会津に来ました。以来、
ステップ・バイ・ステップではなく、
今までやってきたことを全部丸抱え
しています。業種も、事業数も会津
の経営者の中ではかなり多いと自負
しております。といいますのは、会
津の人たち、または事業を起こした
人たちが「もう辞めた」とか、見向
きもしないとか、極端に言うと「明
日からこれお願い」というものまで、
全部引き受けたからです。最初は喫

茶店の経営からはじめ、次に野口英
世関係の資料館を開きました。喫茶
店も、今では市内に 6店舗あります。
10年前からは会津大学の仕事をして
います。メインは食堂ですが、売店、
本屋、パソコン関係の店、短期大学
部の食堂、売店、教科書の販売、学
生寮等々のことをやっています。一
番最近でいえば、25年住んでいる猪

苗代湖畔の蟹沢浜の管理を任されま
した。夏になると地域の一部の人た
ちがキャンプ場をやるのです。蟹沢
浜は、以前は遠浅で子供たちにとっ
ては安全な浜だったのですが、最近
はジェットスキーのメッカとなって
しまい、かなり荒らされてしまって
います。管理をするにあたっては、
できたら素敵なキャンプ場にしてみ
たいと思っています。
さて、この 30 年間で、自分の中
で何が変わったかというと、最初の
頃は、自分でやろうという思いが強
かったのですが、徐々に全てのこと
を誰かと協働でやろうと考えていま
す。できれば若い人たちと手を組ん
でやってみたいですし、若い人たち
の発想を手伝ってあげたいというの
が今の私の立場かなとも思っていま
す。

型のグリーンツーリズムという切り
口で取り組んでいきたいと思ってい
ます。
塚原　福島県会津地方振興局の塚原
です。私は現在、大きく三つのテー
マで仕事をしています。一つは産業
政策、二つ目にまちづくり、三つ目は、
市民活動の支援です。
会津は、工業の条件不利地域です
が、ネットワークを活用するなど工
夫しながら進めていきたいと思いま

す。また観光のように、地域の魅力
を発見・創造して外に売っていくよ
うな事業を市町村の方々と連携・協
力しながら進めていきたいと思って
おります。そして、そういったこと
を進めていくために、自分で企業を
作ったり、市民活動やソーシャルビ
ジネスに挑戦したりする方々の自立
成長に、行政がどんな形で応援でき
るか、ということを考えているとこ
ろです。

貝沼　ありがとうございました。皆
さんにはそれぞれ事業を起こすに
至った経緯を含めてお話していただ
きました。本田さんの場合はＩＴか
ら農業へ転換しましたが、その転換
点で何があったのかもう少し詳しく
教えていただけますか？
本田　ＩＴの会社を作ったときの社
員は、ほとんどが会津大学の学生や
その卒業生でした。ＩＴ業界という
のは非常にスピードが速くて、どん
なに一生懸命作ったものでも３年
経ったら使えないもの、古いものと
言われてしまうんです。自分はその
点に振り回されたくなかったので、
会社を起こすにあたって、その意義
を会津大学生の教育、人材育成に見
出したのです。Ｔ＆Ｆ（株式会社
ティーアンドエフカンパニー）で何
の仕事をしていようが、どんなソフ
トを作っていようが、例えば１年生
でアルバイトで来て、４年生になっ
て卒業していく時には、一つの会社
を起こせるくらいの経営知識や実践
経験、学校では学べないスキルを身
に着けることができるようにしよう
と思いました。逆に、学校で学んだ
ことを生かせるような場という位置
づけで、この会社があったから、会
津大学があったから、会津に来て良
かったといってもらえる会社作りを
しようと思ったんです。会社の卒業
生が 100 名を超えて、ＯＢ会もある
のですが、みんな今でも連携をしな

がら活躍しています。こうして企業
のマネージメントやリーダーシップ
といったポイントに力をいれながら、
様々な方法で人材教育を進め、大学
との関わりを築いてきました。人を
真ん中に据えて起業し、会社を軌道
に乗せた後、次に自分がやるべきこ
ととして思いついたのはこの故郷の
ことだったのです。
実は大きな転換ポイントは父でし
た。うちは代々青果問屋で、農家さ
んとの付き合いも深かったのです。
その父が 7年程前に大病を患いまし
た。その時、父の背中を見てすごく
寂しく感じたのです。三代に渡りずっ
と会津の農業を見てきたのに、父の
代で家業が終わる。自分は経営だ、
ＩＴだと言って、会津に帰って来て
も父と会話する機会は少なかったの
です。父が病気をしたことをきっか
けに、父と一緒に仕事をしてみたい、
父の何かを引き継いでいきたいと
思ったのです。代々積み上げてきた
ものを継承する重みというものを感
じて、これからは父との繋がり、絆
を生かして地域貢献することが自分
のミッションなのではと気がついた
のです。これが食と農業に入る本当
のきっかけでした。
貝沼　父親が農業をしている人はた
くさんいると思うのですが、本田さ
んの場合、父親の跡をそのまま継ぐ
のではなく、ＩＴを利用して農業を
変えようと思ったのですね。

森　会津大学短期大学部の森です。
短大にお世話になってちょうど 12
年になります。今の仕事が３つ目で、
最初は銀行に勤め、その後、お金に
関わる仕事が嫌になり新潟に戻り高
校の教員を 25 年やりました。その
間に大学院で学びました。それぞれ
私にとってはプラスになったと思い
ます。今は地域作りに関わり、昨年
から柳津町の久保田地区に入ってい
ます。そこには三十三観音とか棚田
があるのですが、今、グリーンツー
リズムで棚田オーナー制度に取り組
もうとしています。グリーンツーリ
ズム、ヘルスツーリズムとやらせて
もらいましたけれども、やはり募集
や集客活動が非常に難しいと感じて
います。その部分を突破するために、
栃木県茂木町をモデルに、棚田オー
ナー制度を採用することにしました。
この制度なら募集は一回で済みます
し、何回来ても同じ料金で滞在する
ことができます。ということで、私
がツアーガイドになり久保田地区の
皆さんを先進地茂木町にお連れし案
内致しました。実際に現場を見せる
と、参加者の皆さんは「これなら自
分たちでもできるのかな」という実
感を持ってくれます。次の仕掛けと
しては旧山都町の沼ノ平地区を考え
ています。ここも福寿草や棚田、そ
ばなど魅力的な地域資源がたくさん
あります。といったように、私は学
生とともに限界集落の問題に取り組
んでおります。これは福島、会津、
奥会津にとっての共通の非常に深刻
な問題なのです。中山間地の集落は
もともと日本がずっと保持してきた
日本の農村の原風景そのものだ思う
んです。こういう希少なものを、都
会の人たちにも、交流人口の拡大と
いう意味でも味わってもらいたいの
です。それを地域の活性化につなげ
ていきたいということで、私として
は個別農家参加型のグリーンツーリ
ズムよりは、中山間地の集落全体を
どう残すかを目的とした、集落参加

「地域の中で見出したそれぞれの役割、志の源流」
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しても、農業に戻る可能性はあるの
かなと思って聞いてみました。
貝沼　横田さんの幼い頃はどうでし
たか？
横田　私は全く土とは無縁でした。
家の周辺は畑でしたし、親戚に農家
もいたのですが、実際の農作業はし
ていません。今、大人になり地産地
消に関わるようになって、本当に食
のありがたさを感じるようになりま
した。
地産地消への取り組みは、お宿の
集客ポイントとして提案したことが
きっかけでした。あるホテルの料理
長に「もう北海道の蟹フェアじゃ、
お客さん来ませんよ。もっと地元の
ものを使っていきましょう」と提案
したのが最初でした。そうしました
ら「現場に行けないし、業者に頼ん
でも地元の野菜が入ってこない」と
いうのです。業者というのはきゅう
りを 200 本頼んだら、200 本そろえ
るのが仕事であって、それを地元の
きゅうりでそろえるのは仕事ではな
いというのです。「地元のものを使う
時代なのはわかる。会津のきゅうり
だって言われたら、お客さんは喜ぶ
だろうな。でも自分は素材探しに行
く時間がない。お前が行け」と。な
ぜ私なのかと思ったのですが、そこ
は言った手前、やらなければならな
いと始まったのが今の取り組みです。
土づくりも知らない私が、ここ数年、
食の現場を見ることも多く日々勉強
させていただいて、お宿と一緒に成
長させていただいていると思ってい
ます。
貝沼　地産地消を取り入れて宿を変
えていきたいと思った時に、横田さ
んはそれを一会社の事業ではなく、
運動として広げていこうというスタ
ンスをとっています。そこが横田さ
んの素晴らしいところだと思います。
ソーシャルビジネス、コミュニティ
ビジネスと一般のビジネスの違いっ
てたぶんそこだろうと思います。ど
ちらも社会を良くしていますが、会

社の一事業としてやるのか、運動と
して広げていくのかの違いがありま
す。横田さんはどうして現在のよう
なスタンスになったのですか？
横田　基本的に、宿が元気なエリア
は全国的に集客力が高いのです。そ
こにお客さんが集まってくると、お
土産屋さんが潤ったり、交通量が増
えたりするので、私は「宿が地域を

変える」と思っているのです。いい
宿が一軒できたことによって人の流
れが変わるのを何度も見ています。
そう考えていくと、例えば東山温泉
でいえば、東山温泉を丸ごと変える
のではなく、東山温泉の中にいい宿
が数軒あれば温泉街全体が活性化す
ると思うのです。だから一軒でも本
気でやる気のある宿があれば、その
ために地産地消でも何でもいろんな
手段で集客できればいいと思ってい
ます。
貝沼　「素材広場」への参加にはどう
いった基準があるのですか？
横田　紹介です。生産者を知らなかっ
た私でも、今はいい人はいい人と繋
がっていると感じています。きっか
けは先ほどの料理長が紹介してくれ
た人だったのですが、その方がまた
別の方を紹介してくれて、という流
れで広がっています。そのまま鵜呑

菜をもう一回大学で使うという取り
組みを数年やりました。非常にいい
スタイルだと思ったのですが、一つ
だけ欠点がありました。おそらく旅
館だったら上手くいっていたかもし
れませんが、会津大学というのは学
生に対して食の安全は大前提ですが、
なおかつ安く提供しなければなりま
せん。通常仕入れる食材と比較する
と、どうしても価格差が生じるので
す。ある程度までは我慢したのです
が、０が一つ違うようになると使う
ことができなくなりました。やはり
生産者の方が価格の決定権を持って
いますので、「この価格以下だったら
売りたくない」ということになり、
数年間で辞めてしまいました。
もう一つは廃油です。以前は 18
リットル１缶を 500 円支払って処分
してもらっていましたが、今は、軽
油の変わりになるシステムがあり１
リットル１円で買ってもらえるので
す。これは、こちらも助かるし、業
者も廃油の軽油を使う人もお互いに
上手くいっていると思います。です
から残飯や野菜くずの問題も、こう
いったリサイクルができればと思っ
ていますが、なかなか進まないのが
現状です。
江川　私も実は半分農家で、半分Ｎ
ＰＯをやっているので、農家の話を
興味深く聞いていました。今の農業
を取り巻く状況というのは、既存の
農業団体、既存の農業ネットワーク
というのが壊れてきているのです。
その状況の中で新しい「つなぎ役」
が必要になってきているというのは、
たぶん皆さんがおっしゃるとおりだ
と思います。つなぎ役として皆さん
のような方々がいるというのは非常
にありがたいと思います。ただ今度
は、企業や行政、市民団体の全体を
誰が見るのかという問題が生じてき
ます。本田さんのパートはそれでい
い、横田さんのパートもそれでいい、
では横田さんと本田さんはどう結
ぶの？照島さんが「リサイクルした

い」って言っているけど、リサイク
ルと本田さんの事業を絡めるには誰
がつなぐの？　と、そういう中間的
な役割が見えないのが今の状況だと
いう気がしています。この会もそう

ですが、中間的な役割をどう地域の
中で作っていくかというところまで
話を広げていければいいかなと思っ
ています。

みにしている部分もあるかもしれま
せんが、真面目な方ばかりが集まっ
ていると思っています。
貝沼　本田さんは地域の農家さんと
の関係づくりはどのようにされてい
ますか？
本田　やっぱり父です。農業は、関
われば関わるほど奥が深く「こうだ
ろう」と思ったことも全く違ってい
ることもあります。それに会津とい
う地域はブランドもそれなりにあっ
たりするので、優秀な農家さんほど
外の人がいろんな企画を持ちかけて
くるのです。１年目、2年目は良かっ
たけれども、３年目はもう売れなく
なったから捨てられるというか、そ
うやって外からの企画に挑戦してみ
ては、結局裏切られた経験は出来る
方ほど多いのです。だから結構疑心
暗鬼になっていて「はじめまして」
という人とは最初に握手をしない慎
重さを持っているのです。私も最初、
ある肥料を使って米作りをしてほし
いということで農家さんに説明会を
開いたことがあったのですが、最終
的にやってくれたのは父との絆の深
い農家さんだけでした。そこがなけ
れば始まらなかったのです。でも、
そこを足がかりに農家さんの声を聞
きながら進めていく中で、いい肥
料だということが自然に口コミで広
がっていくのです。最初に誰から始
めたらいいかというのは父も知って
いて、その地域でのリーダーだとか、
他の地域ともネットワークを持って
いるとか、いろんなデータの中から
父が「彼だ」と勧めてくれます。そ
こはもう任せようと思っています。
逆に任せられるから、父も 60 歳過
ぎてもやりがいのある仕事ができて
いると思いますし、自分の役割は売
りの方だと思っています。
照島　私は大学の中で、環境も含め
てリサイクル活動をやったことがあ
りました。食堂からでる残飯や野菜
くずを農家に持っていき、肥料とし
て撒いてもらい、そこで収穫した野

貝沼　今おっしゃっていただいたと
ころが、まさに会津の課題だと私も
思っています。その話を是非後ほど
していきましょう。では、江花さん
がベロタクシーを始めたきっかけを
お聞きしたいのですが。
江花　そもそもベロタクシーを始め
たきっかけは、地元の祭りにありま
す。私の両親は塩川町にそれぞれ実
家がありまして、子供の頃は地元の
祭りがとても楽しみだったのです。
その影響もあってか、学生時代にも
当時住んでいた東京・世田谷の青年
会に入ってしまい、お祭りに参加し
ていました。その後、会津若松に戻っ
てからも縁あって祭りの団体に入り、
神輿を担いだり、笛や太鼓などのお
囃子を手伝ったりしました。それに
より、会津から遠ざかっていました
が地元に戻ったときに祭りを通して
懐かしい子供の頃の自分の居場所を
見つけた感じがしました。
今度は、その居場所、生まれ育っ
た地域活動で自分の居場所を構築し
たいと考えた際に中学、高校の同級
生と「なんか、おもしろいことやり
てーよな」というように友人たちも
自分の地域に居場所を求めていまし
た。そこで出会ったのが今でも覚え
ております。2003 年 10 月 16 日の
新聞でドレッドヘアーの若者がベロ
タクシーから一人のおばあちゃんに
手を差し伸べ降車させている姿を見
て、「コレだ！」と思いました。
若い人たちに生まれ育った地域か
ら遠ざかり、戻ってきた際に自分の
居場所を見つけてあげられる活動が
できればと思い、現在のベロタクシー
の運営につながっております。現在
までベロドライバーの卒業生は 12

人おりまして、各自ベロタクシーで
地域の宝をガイドできる特技をもっ
て各々の就職に結びついた企業でが
んばっております。
貝沼　なるほど。大変だけどそれ以
上の「プライスレスな喜び」のよう
な感覚、やりがいを感じる部分はど
んなところですか？
江花　サラリーマンの時はやらなけ
ればならない仕事の内容と自分の満
足度、相手の満足度がイコールで繋
がっていなかったんです。だけど、
今やっていることは、自分も満足で
きるけど、相手にも満足してもらえ
る可能性がすごく高いのです。今ま
で地域を案内するボランティアガイ
ドの方は多くいらっしゃいました。
だけどベロタクシーの場合、あの狭
い車内にお客さん二人とドライバー
の私の三人が乗るんですね。互いの
距離が近い状態で 1、２時間近くも
地域のＰＲできる業種って他にはな
いと思うんです。例えばバーのマス
ターが１対１で話していても、地域
の PR だけで 1 時間、2 時間は無理
でしょう。他の業種に関しても無理
だと思います。そう考えると、街の
ＰＲをするならベロタクシーのよう
な乗り物は最適だと思います。喜多
方には馬車も走っているのですが、
馬車ともまた違う空間なんですね。
だから、ベロタクシーは自分とお客
さんの満足度、両方を高める乗り物
だと思ったんです。
貝沼　活動をしていて一番嬉しい時
はどんな時ですか？
江花　ベロタクシーで案内したお客
さんから手紙をもらったり、他のプ
ロジェクト、例えば今回始めた直売
所のお客さんや三津谷煉瓦窯再生プ

「事業を通じて手に入れたプライスレスな喜び」
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に、あえて品質を高くブランドを作っ
ているのは、子供たちに自分の両親
が作っている米に誇りを持ってほし
いからなのです。「銀座久兵衛」に
お米を納めていますといっても、正
直儲かりません。米の実力があるか
らいろんなお店で使ってもらってい
ますが、本当に薄利なのです。でも
ある農家さんが言ってくれたんです。
「実はうちの息子が、『お父さんが作っ
ているお米をインターネットで見た
よ。こんなすごいお店に入っている
んだって友達に自慢してる』と言う
んですよ。それを聞いたときに、涙
した」と。これって本当にプライス
レスで、そう思わないと農業って続
かないし、胸を張って農業をやれな
いですよね。こういう素晴らしさを
作っていきたいですし、どれだけ先
行投資が必要になろうが、やれると
ころまでやろうよと思うのです。
それに、こういう農業の波紋は広
がって、都会から人が来るようにな
るのです。これは一つの流れだと思
いますが、戦後 60 年日本は急激に
欧米化してきましたが、その中で築
いてきたものが、特に学生たちの中
では壊れてきた感じがするのです。
自分のアイデンティティ、格好良さっ
ていうのを、戦前の日本ぐらいに求
めたがっているようなのです。そこ
に農業は結構響くと思います。この
前、慶応大学の学生に何人か来ても
らい、何も伝えないままいろんな人
に会って、いろんな農業経験をして
もらったのです。そして、会津は慶
応大学の学生の君たちにどんな価値
があるのかというのを冊子にまとめ
てくれとお願いしました。最後の日、
彼らの目は変わっていました。
会津に行って、私たちは志とか、
夢とか、感謝とか、祈りとか、そう
いうものがあることに気がつきまし
たと言うのです。自然相手に生きて
いる人たちが感じる自然の恵みへの
敬意や、人生、自分と世界との関わ
り、農業をしながら自己哲学をしっ

ロジェクトで県内外から来た方々に
対して、ベロタクシーで培った観光
案内のノウハウを生かして、ポイン
トを絞って案内してあげることで満
足してもらったりした時です。
照島　仕事をする際に、儲かるか儲
からないかということはよくありま
すよね。私も「なんで慈善事業ばっ
かりやっているんだ」とよく言われ
るのですが、その原点は、私の場合
も幼い時の体験なのです。そういう
点で子供たちの教育は、ものすごく
大切だと思います。というのも、私
は小さい頃からボーイスカウトを
ずっとやってきて、ボランティアに
対して全く抵抗がないのです。アメ
リカのオバマ大統領も「ボランティ
アをしよう」と言っていましたが、
私はボランティアに対する考え方に
アメリカの底力を感じます。アメリ
カは何かをして事業が成功すれば、
それを地域に返すという育ち方をし
ています。日本とはちょっとその辺
が違うのかなと思います。だから子
供たちの体験というのはとても大事
なことなのです。やっぱり子供の教
育をちゃんとしていかない限り社会
は変わっていかないと感じています。
貝沼　そうですね。例えば「会津が
好きだ」という人は、子供の頃に地
域の素敵な大人と一緒に何かに取り
組んだ経験がある人だと思うのです。
そういう原体験や思い出が子供の頃
にあることはすごく大事だと思いま
す。江川さんの原体験はどんな出来
事ですか？
江川　それは、高校１年で学校を辞
めているからです。その後、大検を
とり大学へ行きましたが、学校を辞
めた理由が自分でもずっとわからな
かったのです。それにこだわってく
うちに不登校のボランティアをやっ
たり、教育委員会で不登校支援をやっ
たりしてきて、45 歳にもうすぐな
ろうとしていますが、最近見えてき
たのは、周りに協調するというより
も自分にこだわって生きたかったの

だろうなということです。どういう
ことかというと、たとえば自分が疑
問を持ったこと、もしくは自分がこ
うしたいと思ったことがあって、そ
れを周りの理由でこっちに向きなさ
いって言われても、自分の中にこだ
わりがあるために、「向け」と言われ
た方向を向けないのが自分なのだろ
うということなのです。それが正し
いか否かでははく、そういうこだわ
りってあってしかるべきだろうと思
います。そのこだわりの中から、も
しくは今の生活の中から、今の関係
性ができてきていると思うので、私
が不登校に関わってきたというのは
まさに自分へのこだわりなのです。
貝沼　教育委員会を離れて、民間で
ＮＰＯを立ち上げて活動しようと
思った、そうしなければいけないと
思ったその理由はなんだったのです
か？
江川　それは、皆さん、組織に所属
したことがあるから分かると思いま
すが、組織には個人の思いを超えた
組織のルールがあります。そこで給
料を貰っているなら、組織のルール
に従わなくてはなりません。私はそ
れが苦手なんです。
森　私の 25年間の教員生活の中で、
大学院に行くために夜間定時制高校
に志願して赴任したことがあります
が、そこで様々な境遇の子供たちと
いっぱい会いました。小、中学校と
不登校を続けてきた生徒、中学生時
代に窓ガラスを割るなど好き勝手放
題やってきた生徒などです。そうい
う経験を踏まえていえば、今、川口

高校で会津学を中心にして面白い取
り組みをやっています。寄宿舎もあ
り、会津若松の不登校だった子供た
ちが川口高校に行って「元気再生」
という形で一定の成果を上げている
のは非常にいいことだと思っており
ます。
実は今度、西会津高校に関わる予
定です。私は、地域の魅力の一つに
は、子供たちに対する教育機能とい
うものがあると思っております。農
村部も最近はライフスタイルが都市
化して、隣近所との付き合いが希薄
になっています。遊びもパーソナル
化して集団活動に馴染めないという
子供たちも非常に増えています。そ
こで、都市部で馴染めなかった子供
たちを地方の高校が受け入れて、コ
ミュニティの中で深く関わりあいな
がらリセットする場所を提供すると
いう取り組みをやってみようと思っ
ています。その中で子供たちに自信
をつけさせて、基礎学力をつけさせ
てやりたいと考えています。幸いに
して新聞社が２年間新聞を無料購読
できる制度があると教えてくれまし
た。新聞には地方に関する記事がた
くさん掲載されているので、それら
も教材にしながら関心と基礎学力を
つけさせていければいいと思ってい
ます。中山間地の限界集落だけでな
く、同じような悩みを地域の高校も
抱えていて高校の存続問題と重なり
合ってきていますので、地域の教育
力というものに期待していきたいと
思っています。

す。大学は学生のために何ができる
のか？そこを軸に考え、今は夜８時
まで営業をしています。また、昨年
４月からは朝８時から営業し朝食も
出しています。その朝食も 350 円で
８品のおかずをつけています。これ
が絶対に学生のためになると自信を
持って出しています。最初は、学生
たちは朝食を食べなかったのですが、
景気が悪くなればなるほど、彼らは
ここで食べるのが安いとだんだんわ
かってきたのです。今はランチセッ
トより夕食セットのほうが多く出て
います。夕食セットは学生に還元し
ようということで、400 円というも
のすごく安い値段で設定しています
から、夕方６時になると、食堂に人
が集まってきます。そこでコミュニ
ケーションも生まれてくるのです。
視点を変えて、もう一度ビジネスモ
デルを変えるということが大事なの
だと思います。
私が会津に来たときは、会津の人
たちは古い建物には見向きもしてい
ませんでした。だけどこれは宝物だ、
会津にとっては絶対に必要なものだ
という信念の下に取り組んできまし
た。例えば野口博士が手術をした會
陽医院も、街の人たちには、野口博
士は猪苗代だよ、会津若松は関係な
いよといった雰囲気が充満していま
した。ぼろぼろだった建物を 10 年
かけて、自分で稼いだお金を全てつ
ぎ込んで元に戻しました。そういう
作業をやったのは自分の中で、大事
なものだからこそどうしても残した
いという思いがあったからなのです。
そして、お客様が本当に求めるもの
は何なのかということをもう一回考
え直して、ビジネスプランを作って
きたのだと思います。
貝沼　それは私も最近すごく実感し
ています。地域のためにと思ってやっ
ていても、地域の都合でしか考えて
いないと、結局お客様に届かずに継
続性のあるビジネスモデルにならな
くなってしまいます。やっぱり地域

のためにやるのですが、お客様の視
点、買ってもらいたい人の視点を常
に考えることはすごく大事だと思い
ます。本田さんはその辺りをどう考
えてやっていますか？
本田　たぶん皆さんもそうだと思い
ますが、子供の頃田んぼに行くと生
き物がいました。おたまじゃくしが
いて、タガメなどがいました。その

ことにふと気がついて、じゃあ、米
をやろうと思い田んぼを回ったら、
いなかったのです。これは本当に恐
ろしくなりました。生物が生きるこ
とができないのです。除草剤の影響
です。それは価格がもたらした部分
だと思いますが、やっぱりこの原風
景を残したいという一つの思いがあ
りました。その思いは農家さんも同
様に抱いているのです。では何故で
きないのかというところにジレンマ
があります。買い取り価格の違いと
か、労をかけなくても、農薬をそん
なに使わなくていいものが作れる工
夫された農法だったり、肥料だった
りと、いろいろ探して試し続けてい
ます。できないものだとあきらめる
のではなくて、出来る方法を考えま
しょうということです。プライスレ
スな喜びもあります。あえて高級店

貝沼　照島さんの場合は既存の組織
が行き詰まった事業や見放した取り
組みを引き継いでやってこられたわ
けですが、それはどうしてできたの
でしょうか？
照島　例えば大学の食堂の場合は、
営業時間を見直したのです。以前は
お昼中心の営業で、夕方に行くと食

堂は閉まっていました。大学生は６
時に授業が終わりますが、食堂が閉
まっているので、スーパーなどに行っ
て買物をし自炊していたのです。で
も大学の中にコンピュータがあるの
で、さらに勉強しようと思えばまた
大学に戻ってこなければならなかっ
たのです。その視点を変えたので

「お客様の視点に立ったビジネスプランの重要性」
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有限会社会津食のルネッサンス
代表取締役　本田　勝之助 氏
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かり作っていて、農業を通して、も
のづくりを通して何をしたいのかが
明確だというのです。頭ではそうい
うことがあると聞いていたし、あっ
たほうがいいとは思っていましたが、
就職活動をやってみたところ、自分
に問いかけたら意外となかったとい
うのです。会津に行ったらそれがあっ
て、それをバンバン感じるような人
たちと巡り会い「生き方が変わりま
した」と言ってくれました。これが
私たちの行っている「おすそわけプ
ロジェクト」です。私たちはこうい
う切り口の旅を、こんな会津だから
ぜひ旅に来てということを進めてい
ます。若者が、外から来た者が、私
たちでは当たり前のことを違う視点
で気づいてくれて、私たちはそれに
気づかされて事業にしていくのだと
思うのです。そうすることで地域が
動くのだという実感を持っています。
貝沼　私も地域密着型のインターン
シップ・コーディネートをずっとやっ
ていて、東北芸術工科大学の学生に
来てもらっていますが、外から来る
若い人たちが会津に素直に感動して
くれて、行動してくれる姿に、地域
の人がいい意味で感化されて、刺激
を受けていくという関係性が生じて
くることを実感しています。

塚原さん、ここまでお聞きになっ
た感想はいかがでしょうか。
塚原　ご存知のように行政は公平性
ということを大事にします。そのた
めにどうしても一律のサービスにな
ります。従って多様なニーズに応え
るとか、失敗のリスクがある中で挑
戦するという仕事はしにくいもので
す。たぶん、その部分を埋めていた
だくのが皆さんではないかと思いま
す。

貝沼　ここまでの話を振り返ると、
キーワードは、「連携」と「継承」だ
と思います。先ほど、江川さんにお
話しいただきましたが、地域内の連
携をどう作っていくかという点は非
常に大事なポイントだと思います。
また、お話いただいた皆さんの志の
源流やチャレンジの機会といったも
のを、次世代にどうやって繋いでい
くかという点がこれからの会津の一
つのキーワードだと思います。そこ
で、ここからは「地域内の連携」と
「次世代へのチャレンジの場作り」と
いうところを論点にして話していき
たいと思います。

江川　今、三島、昭和、金山、会津
坂下辺りをフィールドに、年間約
2000 ～ 2500 人ぐらいの子どもた
ちに環境教育をしていますが、地域
のお年寄りや食べ物、暮らしという
のはすごくいい学びの材料だと思い
ます。今まで、お年寄りや、地域の
団体をつなぐ人がいなくて、いろん
な技が埋もれてしまっていたり、能
力を発揮できなかったりしているこ
とが結構ありました。環境教育とい
うテーマで入って地域の団体や人を
つなぎ直していくという作業は、地
域にとってもありがたがられるし
我々にとってもすごい学びの機会に

とが新鮮な喜びです」と言ってくれ
ました。お店が一軒もありませんし、
自動販売機もありません。コンビ二
が無ければ生きられないような若者
が、自給自足を中心にした世界で暮
らしが成り立つということを非常に
新鮮に感じたようでした。そこに別
の価値を見出したと私は思っていま
す。田植えをしたり、稲刈りをした
り、採れたての山菜の天ぷらがもの
すごく美味しかったりと地域の魅力
を彼らは実感したのです。地域の人
たちとの温かい交わりも体験しまし
た。地域の人たちは学生を連れて行っ
ただけで喜んでくれるのです。その
地区には若者がいませんので学生た
ちとのふれあいそのものが活力にな
りますし、暮らしの話を通して教え
ることでお年寄りの自信回復に繋が
ります。さすがじいちゃんだね、さ
すがばあちゃんだねという場面が提
供できるのです。そうしてご高齢の
方が次第に元気になってくるのです。
グリーンツーリズムは決して儲かる
事業ではありませんが、皆さん「い
ろいろ大変だけど、面白いし、元気
がでるので続けたい」とおっしゃい
ます。私は、それでいいという受け
止め方をしています。
貝沼　今の森先生のお話もそうです
が、今までで会ったことのない人た
ち同士の「出会いの場」を作れると
いうことが、今日集っていただいて
いる皆さんの強みであり価値だと
思っています。そこで、農業の話も
そうですが、今、会津の中では同じ
テーマでいろいろな取り組みが個別
になされています。せっかく同じ方
向に進んでいくのなら、仲間同士に
もう少し面的な繋がりを持たせて、
それぞれの役割を分担させるといっ
たことができないものかと思ってい
ます。これからの会津に必要なもの
はプロデューサーを繋ぐ仕組みのよ
うなものになるのではと思います。
その仕組みを作っていくためには、
どういうことが必要で、どういう場

があったらいいでしょうか？
照島　私は七日町駅カフェを裏方と
して応援していますが、先日、知り
合いの奥さんから「七日町の駅カフェ
行ったことある？すごくいい店だか
ら行ってみて」と言われたのです。
彼女は農業をやりながら農産物の加
工品も作り駅カフェに納品している
のです。自分が納品している店をす
ごく褒めるんです。あそこは 6年ほ
ど前までずっとＪＲが試行錯誤を繰
り返してきたところなんですが、結
局無人駅になってしまい大量の放置
自転車があったのです。その七日町
駅を基点としてなんとか七日町通り
を綺麗にしたいという思いで、いろ
んな人たちが協働して運営委員会を
作り、「駅カフェ」という全会津のア
ンテナショップを開きました。商品
については、プロデュースとまでは
いきませんが、どういうものが売れ
るのかを作り手とキャッチボールし
ています。オープンして６年経って、
今、街中の商店がものすごくダメー
ジを受けている中で、七日町駅カフェ
は一回も売り上げが落ちていません。
やっぱり地域で愛される店、納品す
る人も愛してくれる店だからこそ、
いい状態が続いているのかなと思い
ます。このリズムをできたら続けた
いとも思っています。
今後、会津の人口はどんどん減っ
ていくことは明らかです。2030 年
には今の人口から２～３割減ってし
まう予想です。ところが東京などの
首都圏は年々人口が増えているの
です。その首都圏で何かできないか
なと今、すごく思っています。ここ
数年間、会津若松市の姉妹都市であ
る横須賀市で行われるイベントに年
に数回参加したり、新宿の物産館に
納品に出掛けたりしていますが、物
産館の店長は「地域で売れているも
のを持ってきても、東京では売れな
いものがたくさんある」と言って嘆
くんです。そこで、七日町駅カフェ
をもう少し広げたような、全会津の

なっています。お年寄りたちが持っ
ている言葉や生産技術というのも面
白いのです。地域のお年寄りは、こ
れまで自分たちが培ってきた技が、
高度経済成長とか工業化の流れの中
で、価値のないものという位置づけ
がある程度されてしまい、自信をな
くしているのです。その価値のない
ものを、再度価値付けしていく作業
をしながら、同時に繋いでいくには
どうすればいいのかということが今
後地域の中ですごく大事になってい
くと思います。結果として人材育成
とかネットワークの構築につながっ
ていくという気がしています。ぜひ
皆さんから、そういう新たな価値付
けとネットワークの構築というとこ
ろでの活動の話をしていただければ
と思います。
塚原　我々は今までマニュアルや、
答えを覚えこむという作業が多すぎ
たと思います。地域に入りますとい
ろんな要素がたくさんあって、それ
を理解し、組み合わせ、そしてそれ
を自分の楽しみにしたり、商品にし
たりするような創造的作業が今後必
要になってくると思います。アプロー
チの仕方が今までとは変わってきて
いて、これがある意味これから先の
ビジネスとして成り立っていくと思
います。
もう一つは、この要素を理解する
上で、昔の人々の行為を、正しく理
解するような努力が少なかったと思
うのです。つまり学術的・学問的に、
昔からの行為を歴史文化的・環境的
に読み解いて正しく発信すれば、過
去にやっていたものが本当は大事な
ものだということを今の人たちに伝
えられると思います。
森　昔から伝承されてきた価値をど
う伝えていくかということに関して
の話です。私も久保田地区に学生を
連れて５回ほど入りましたが、その
体験発表で「金、金、金の世の中だ
けれども、金がなくても暮らしてい
ける世界があることを発見できたこ

情報を取り扱うアンテナショップを
東京に持っていくべきだろうと思っ
ています。それが次のステップにな
るだろうと考えています。大都会の
中でもまれて、キャッチボールして
いくことによって商品も作った人も
デザインした人も洗練されていくと
思っています。それが私の次の夢な
ので、ぜひ実現させたいと思ってい
ます。それが次の会津の豊かさに繋
がっていくものと思います。
江川　森先生の話に共通する部分が
すごく見えてくるのですが、グリー
ンツーリズムは基本的に都市農村交
流という意味でくくられていますが、
人の交流だけではなくて、そこにモ
ノのやり取りも入ってこないと、単
なる交流だけで終わってしまいます。
それでは地方にとって何の利益もも
たらされません。そこで考えるのは、
都市農村交流をやる場合、都市に送
り出すシステムを我々は持っている
だろうかという点です。我々は、都
市にコミュニティがないわけです。
だから、当然、都市は田舎に人を送
り出すというシステムを持っていな
い。本田さんの試みというのは非常
に面白くて、先に都市にマーケット
を持ち、田舎から都市に送り出すと
いうことをやろうとしています。グ
リーンツーリズムは人集めが大変だ
ということでしたが、たとえば都市
にコミュニティをきちんと持ってい
る、もしくは場があるとすれば、人
を送れるわけです。相互交流という
言葉が先に走っていますが、今上手
くモノの交流まで行きつけていない
ということを、本田さん自身はどう
お考えになっていますか？
本田　照島さんのお話のように、都
会にそういうショップ、発信地は必
要だと思っています。その理由は、
残念ながら今の会津には全国に売れ
る商品がそんなに出来上がっていな
いからです。やっぱり今の時代、プ
ロダクトとコンシューマーが一体に
なって、買う人の声を聞きながら商

「地域内連携、首都圏での情報発信基地の必要性」
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福島県会津地方振興局
企画商工部長　塚原　啓史 氏
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品は磨かれていかなければいけない
と思っています。会津は、本当はそ
の場を持っているのに、残念ながら
活用されていないのです。本当は持っ
ているというのは、観光客です。毎年、
首都圏から大勢の観光客が来ていて、
お土産も相当売っているのですが、
プロシューマーの機能がないのです。
残念ながら買いたい商品が少ない中
で、観光客が流れて行って、リピー
ターに繋がなっていません。問題点
は様々あるでしょうが、顧客と商品
を作っていける観光施設というのが
意外にないのです。ですから、人々
が「会津に行きたい」と思うような、
アンテナ的な位置づけの施設がやっ
ぱり首都圏には必要になってくるん
だろうなと思います。今、お米もお
土産屋さんで販売していますが、お
米が売れるのは、東京の名店で使わ
れているという訴求効果が大きく働
いています。お店に食べにはいけな
いけれどお米は買おうという感覚で
す。都市とこちらの関係というもの
を機能として位置づけて、戦略的に
機能をもった場所、やれる人を作り
ながら、連携を産んでいくことがと
ても大切なんだと思います。
照島　できたら東京の人に任せるの
ではなく、会津の人が運営しながら
商品のキャッチボールしていくべき
だと思います。商品だけじゃなく情
報発信もしていかないといけません。
そのためにはやっぱり場所がほしい
です。会津から東京に行った人たち
が集まれることもふくめてできたら
いいと思っています。
横田　お土産の話ですが、今会津で
売られているものの７割以上が市外
で作られているものなので結局お金
は市外にいってしまうという大きな
問題があります。宿の売店にしろ、
首都圏のアンテナショップにしろ、
扱う商品をどういう人たちが作った
のかというのをちゃんと語れないと、
モノって売れないんです。後ろのラ
ベルの製造元の欄に他県の会社名が

記入されていたら、すごくがっかり
するものです。そういうことを売る
方、作る方が本当にちゃんと分かっ
ていますかと聞きたいです。宿の売
店は正直すごく売り上げが落ちてい
ます。だからこそ、宿や観光に関わ
る方たちが、作り手の思いをちゃん
と学ばなければなりません。自分た
ちが実際現場に足を運んで見つけた
本物を自分たちの声でお客様に伝え
ていかないと、モノは売れない時代
だと思います。そういう仕組みもで
きたらいいと思います。
森　産業観光という切り口になると
思いますが、おいでいただいた観光
客に産地を直接見ていただく仕組み
があまりありません。既存のシステ
ムではそれは出来ない部分だと思い
ます。地場産業、例えば漆器や焼
物と問屋さんの関係がこれです。規
格型量産品を大量に出すシステムは
産業観光となじみません。ここは新
しく別のシステムをどう作っていく
か、個別対応が必要になってきます。
その点に既存の組織の方々も頭を切
り替えていただかないと、産地の魅
力を都会の人たちに伝えることはで
きないでしょう。抜群の知名度と大
勢の観光客が来ますから会津はまだ
恵まれています。そういう意味では
東北でもナンバー１の地位にあるの
で、バックグラウンドは持っている
わけです。あとはそれをどう活用す
るかです。会津本郷焼のお店に時々
行きますが、羨ましいのはお客さん
が窯元さんと直接お話できるイン
ターフェイスできる場があるという
ことです。漆器にはそれがありませ
ん。職人さんは自分の店を持てない
し、お客様が自分らしい漆器が欲し
いと思っても、それに応える場が少
ないのです。ここをどうするかが非
常に重要なポイントだと思っていま
す。農業でもそういう仕組みがあれ
ばいいと思います。直販のお店で農
家さんが交代で販売するとか、そん
な風にしていただくとすごく喜ぶん

じゃないかという気がしています。
江花　農産物直売所を運営していま
すが、昔は農家の人たちが市の立つ
場所に出て行き、農産物を売ってい
ました。でも、農家のじいちゃん、
ばあちゃんが街に出てきても、今ま
でサービスをやったことがないのに
売れるかっていうとなかなか難しい
ものがあります。しかし、農家の方々
に、店番を教えると、ただ座ってい
るだけでも、ただ話すだけでもお客
さんは作っている人の顔が見えるの
で購買意欲にそそられるんです。そ
ういうところがやっぱり大事で、先
ほど照島さん、本田さんがおっしゃっ
たように、もし、他地域で販売する
場合には、任せるのではなく、やは
りその地域の人がでていってやるこ
とです。一ヶ月も体験すれば、その
ノウハウ地元に持って帰って来れる。
今後の課題は、そのサイクルを作
ることと、もう一つは農村と街の中
心部を繋ぐ橋渡し役が必要になって
くると思います。
貝沼　アンテナショップ一つ取って
もそうですが、どのぐらいの視野で
何を目的にそれをやるのかでスタン
スや可能性が大きく変わってくると
思います。短期的な視野で考えたら、
その店単体で採算が取れる可能性が
なければやらないという短絡的な話
になると思いますが、長期的な視野
で本当に会津にとって大事なことを
する場、例えば、消費者と伝統工芸
や農業の生産者を直接繋ぐ機能とか、
安心・安全な情報を消費者に提供す
る機能とか、継続的なマーケティン
グの場としての機能などをちゃんと
持った場であれば、短期的な採算以
上の価値があると思うんです。この
先、アンテナショップの必要性が高
まった時に、これは誰かが投資しな
いと作れないものです。その時、行
政の力はすごく大事だと思いますが、
どういう風にすれば実現していくの
でしょうか？
塚原　アンテナショップで議論しな

ければならないのは、どういう機能
を持たせるかだと思います。まず、
販売等の収支が議論になります。さ
らに、それ以外の機能があります。
たとえばまだ売れないけれど、これ
からマーケットを開くというような
商品を持っていってブラッシュアッ
プするような場であったり、消費者
の声を聞いてくるような場であった
り、あるいは地域の文化や観光を発
信してお客さんに理解していただく
ような多機能的なアンテナショップ

が考えられます。直接の収支で赤字
になったとしても地域社会的に見て
プラスがあるならば、運営する意義
はあると考えられます。そこでは、
公益的な機能をどのように負担すべ
きかという政策的な議論が必要とな
ります。もう一つはＮＰＯ同士のネッ
トワークの中で少し成果をあげるこ
とによって、実現の可能性を高めて
展開していくというような動きもで
きるのではないかということも考え
ています。

江川　今の塚原さんのご意見はまさ
におっしゃるとおりだと思います。
おそらく皆さんの事業も我々ＮＰＯ
の事業も、事業体としてはそれほど
規模の大きなものではないと思うの
ですが、どうインパクトを地域に与
えて、どういう形で地域の人に、も
しくは利用者に刺さる力を持ってい
るかというのがすごく大事かなとい
う気がしています。そういう視点か
らいうと、都市のニーズとして、「も
う少しのんびり子どもを育てたい」、
「子どもに田舎を体験させたい」と
いうのはすごく高いし、若者からも
田舎に行きたいという要望が結構あ
るので、我々は昭和村でワークキャ
ンプという事業を開催しています。
600 人ぐらいの規模のワークキャン
プなんですが、つなぐシステムさえ
あれば昭和村にも 600 人が集まるん
です。そういう「つなぐ」というこ
とを積極的にアプローチしていって、
行政や地域の団体に見せていくこと
で、地域の団体も触発されと思いま
す。もちろん、そのあと、地域の団
体をつないでいくという作業を我々
が丁寧にやるということが必要です
が。
逆に私が皆さんに問いかけたいの
は、観光もそうですが、人が来る時
は会津若松に来るわけです。いきな
り昭和村に来る人は少ないです。観
光キャンペーンもそうで、なぜか会

津若松に人が集まるようになってい
ます。このことに対して、地域の中で、
もうちょっと過疎地域を大事にする、
過疎地域の団体をつなぐ仕掛けはつ
くれないものでしょうか。
江花　喜多方市の中でも同様の問題
があります。喜多方市は５市町村が
合併したにもかかわらず、蔵の街、
蔵の街といって注目されるのは中心
部ばかりです。そこで今回、旧５市
町村が持ち回りで 4200 棟の蔵を活
かそうと動き始めました。それは観
光コンシェルジュという制度です。
皆さんがこの制度の中で教育を受け、
バッジをもらって動くんです。私
は、喜多方市の中心部はホテルでい

うロビー、フロント的な位置づけに
なるのかなと思います。そのフロン
トから各部屋に案内するのが観光コ
ンシェルジュの方々の役割だと考え
ます。そうすると、会津全域を考え
たときに、会津若松市がフロントで、
そこに、各地域の観光コンシェルジュ
に案内できる場所があればいいと思
います。しかも、その場所はオフィ
スのようなものではなく、茶の間で
あってほしいし、敷居の高くないフ
ラットな場所が会津若松のどこかに
必要だし欲しいという要望はありま
す。それを運営するのは、やはりい
ろんな団体が総合的にまとまったも
のであれば一番いいと思うので、ぜ
ひ僕もその茶の間の住人になりたい
と思っています。
横田　江花さんの今のお話ですが、
私がずっと観光に関わっていて理想
としていたのは街の人全員が親切に
案内してくれることです。案内人が
いるというのではなくて、道を尋ね
たおじちゃん、おばちゃんが「どこ
から来たの？ここならこう行くんだ
よ」といったように、ちゃんと教え
てくれることです。これは小さなエ
リアではできていたりするんですが、
会津若松市くらいの規模になると、
自分たちの街が観光地であることを
忘れてしまっている人もたくさんい
ますからなかなか難しいのです。た
だ、Ｗｅｌｃｏｍ eの時とサヨウナ
ラの時は、笑顔で精一杯おもてなし
するべきと思います。これで人は感
動できるのです。私たちが小さいと
きにやっていた電車に手を振る、バ
スに手を振る、これは本当に基本だ
と思っています。というのは、マグ
ロで有名な青森県大間町に青空組と
いうのがありまして、そこは小さな
町ですが、北海道から観光客がフェ
リーでやってきます。青空組の人た
ちは、観光客を迎えるにあたって何
をしようとしたかと考えた末に、旗
を振って「良く来たのー」って出迎
えるのです。帰りもまた旗を振って
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送ってくれます。これで観光客は泣
いてくれるそうです。会津の場合、
観光客は磐梯山に出迎えてもらって、
また帰りに磐梯山の風景を見て帰り
ます。すごく記憶に残るエリアです
からここから何かをしたいですね。
あとは地元の観光コンシェルジュが
全会津の話ができるくらいになって
ほしいと思います。会津若松市だけ
でなく、昭和村というのはこういう
のがあって、何が美味しくてと説明
ができれば本当に会津が一体となっ
て観光客を迎えることができるし、
観光客も、じゃあ次は昭和村に行っ
てみよう、桧枝岐村に行ってみよう
という流れができると思うので、そ
の辺りも皆さんと知恵をだしながら
作っていければと思います。
照島　今の話ですが、観光というの
は自分の生活外のものという観点が
残念ながらあるようで、会津若松市
でいえば、長い間、近代化すること
が街の発展だとずっと街全体が信じ
ていたわけです。ですから、観光と
いうのはむしろ邪魔者だったのです。
５月の連休とかお盆に観光客が来れ
ば、自分の生活を壊すというイメー
ジがあるものですから、それをＷｅ
ｌｃｏｍ eなことに変えるというの
は大変な作業だと思います。街中観
光といわれるようになったのはここ
最近のことです。昭和 51 年頃、観
光客はすべて飯盛山、鶴ヶ城、でき
たばかりの武家屋敷と東山に行って
いて、街中は一切関係ないといった
雰囲気でした。ですから、よく観光
の話はしますが、どうもどこかで観
光じゃない発展の仕方をやっぱり今
でも街のかなりの人は願っているの
ではと思います。
江花　会津の中で大きな街というと
会津若松市と喜多方市ですが、昔か
ら川を挟んで城下町と商人の町と分
かれています。ちょっと面白くもあ
り残念なことでもありますが、両市
とも伝統的建造物はたくさんありま
すが、会津若松市のほうが最近、ど

んどん近代化というか、建物が新し
くなって高い建物が多くなったと感
じています。地域の宝、元々ある素
材というのがハード的な面で阻害さ
れているように思います。人間性か
ら見ても両市は違っていると、ベロ
タクシーを最初に走らせるときにも
感じました。
かつては、会津若松は日新館、白

虎隊の朱子学、かたや喜多方は陽明
学、中江藤樹の藤樹学を学んでいて、
昔はそれぞれの学問だけ学んでいれ
ばよかったけれど、今は、互いの良
さを知り合うことが必要だと思いま
す。お互いが歩み寄って、二市が共
同で何かやっていけたらいいなとい
う動きにはなっていると思いますが、
なかなか進展していません。そうい
う部分で、ＮＰＯとしての動きを示
していきたいと深く思っております。
貝沼　確かに市町村の枠を超えられ
るのは民間だと思うので、民間でい
かに連携していくかというところだ
と思います。
照島　私も会津に来た最初の頃は、
会津は一つだと思っていたので、実
はそうではないと知ったときには
ショックだったことがありました。
次に会津若松市の建物についてです

が、以前は、街全体が近代化こそが
街の発展だと思っていたので、蔵は
極端にいえば不要なものとして、か
なり壊されていました。私は、それ
が本当に悔しかったのですが、その
後景観条例ができてやっと古い建物
を壊す動きが止まったのです。とこ
ろが、経済的な影響もあるのでしょ
うが最近またすごい勢いで始まって
います。特にマンションの急増には
ちょっと残念な気持ちもしています。
江花　何十年後でも、やっぱり会津
若松市は会津というホテルのフロン
トの役割を果たしていると思います
が、もう少し景観に配慮していかな
いといけないと思います。今後人口
が減っていく中で、空き部屋をたく
さん抱えたマンションが中心地にた
くさん残っていったとしたなら、こ
れは脅威だと最近思っています。建
物の寿命は 30 年、50 年といわれて
いて、ちょうど私たちが 50 歳、60
歳になった時がまさにそういう時代
になります。それに、もし地域の人
たちが本当に会津は一つと考えるの
であれば、やはり今のうちに各人が
役割をもって、誇りと責任を自ら見
出しながら動ける地盤を作りたいと
いうことが今言いたいことです。も
ちろん将来像も含めてです。
江川　私は「会津学」という本に携
わっています。この本は三島の人々
の話を聞き書きして書物にまとめた
ものですが、同じようなプロジェク
トのミニ版を川口高校で「奥会津風
土体験プログラム」として実践して
います。会津若松は武士の文化、喜
多方は商業で陽明学と考えると、奥
会津には生活に密着した暮らしの学
びがあるわけです。私は自分がどう
かも含めて、そういうものがいい。
そこにある知恵とか、後から考える
とすごく合理的だったり効率的だっ
たりという暮らしのサイクルのとい
うものが大好きです。それが今急速
になくなろうとしている現状を見る
時に、世代間でつなぐということを

どうやっていけばいいのだろう、地
域でつなぐということにどう取り組
んでいけばいいのだろうと考えてい
ます。人口統計からいくと、何十年
後かの各市町村の人口予測データは
すでに算出されています。データを
超える我々の小さな動きの取り組み
がきちんとできないだろうかと思う
わけです。この間、直江兼続のテレ
ビを見たときに、青麻（アオソ）の
話がでました。青麻というのは昭和
村が新潟に送っていたのです。昭和
村では織る技術がなかったものです
から、生産だけして当時は送ってい
ました。そういう暮らしの営みとい
うものを考えると、明治以前から明
治初年にかけては明らかにいろんな
立ち位置の商業文化が、漆器でも繊
維でも、もっと広域で流れていて、
そこに知恵がいっぱい詰まっていま
した。我々はそういったものをまた
新しい視点から活用して事業展開す
ることが地域にとって宝になってく
るのではと感じています。
本田さんは、ＩＴという最先端の
業界から農業を、そして過疎地など
の地域の問題を見ていて、過去の文
化についてどう思われていますか？
また、それらをつなぎ合わせていく
ことについてどう思われますか？
本田　実は来月、京都の着物問屋さ
んに昭和村に来てもらう予定です。
京都の着物問屋さんが扱う着物の産
地は全国なのです。沖縄の芭蕉布あ
り、会津の会津木綿、昭和村のから
むし、それを使っての小千谷の紬が
あります。それらをどんな着物に仕
立てたらいいかというのは、京都と
いう場所の洗練された都市文化なり
着物の文化を分かる人が、産地を訪
れて、マーケットを知った上で、こ
ういう柄で織ってくれとか、こうい
うものを織ってくれといって産地と
の協業を果たしていくのです。その
繋がりが大規模な流通になることに
よって、いつの間にか無機質になっ
たり、生きた情報が繋がらなくなっ

たりするのです。からむし織りも、
産地側がこういうものができないか
と様々考えるのですが、やっぱりマー
ケットを持っている人たちの考える
ものとは違うのです。それは役割分
担だと思います。じゃあ会津と京都
を誰が繋ぐのかというと、意外に繋
がらないのです。それを繋ぐのはや
はり情報産業だったりするのですが、
「ネットで見ました」といってダイレ
クトに問屋が産地を訪れても、さっ
きの農家の話ではないですが、産地
の人は驚いて警戒するわけです。そ
こで産地と京都の着物問屋さん、両
者を知っている人がやはり間に立つ
必要があるのです。
面白いのは京都って本当に学ぶこ
とが多くて、農業も荘園制度がいま
だに息づいている場所なんです。ど
ういうことかというと、土地の所有
者と農産物を作る人が違うのです。
土地所有者はこの場所で何を作った
ら一番いいのかということを知って
いて、様々な条件から研究してこの
場所はタケノコを作るのに適してい
ると判断する。すると、オーナーは
自分でタケノコを作らずに、全国か
らタケノコ作りの名人で一番腕のい
い人を連れてくるのです。もっと腕
のいい人がいるというと、その人に
雇用を代えることもあるのです。そ
の一方で、オーナーは販路作りをす
るのです。所有者と作る人が一緒に
なると、売れるものに走ってしまう
ので、余った土地を少しでも生かそ

うとしてしまいます。そうするとい
つの間にか土地の利を失ってしまう
ことになりかねないのです。このよ
うに、オーナーの役割とそこでプレー
する人の役割を繋いでいく脚本家、
プロデューサー的な役割をしっかり
フォーメーションづけて街の開発を
する必要があると思っています。
貝沼　今のお話で強く感じたのです
が、「会津は一つ」というけれども、
お客さんにとって会津は一つになっ
ていないのです。お客さんが求める
ものと、会津の各地域のリソースが
ミスマッチになっていることって多
いと思っています。逆に本田さんの
場合は、京都の呉服問屋さんと昭和
村を繋げたからこそマッチしました。
会津という多様なフィールドの中か
らお客さんが一番欲しいものを選べ
る。そんな発信の仕方が大事だと思
います。さきほどのチャレンジショッ
プが仮にそういう機能も兼ねるなら
ば、もっと面的なパワーというか、
大きなパワーが出てくるし、お客さ
んにとって会津にはこんなメニュー
があって、自分に合うメニューはこ
れだとすごくわかりやすいと思いま
す。これを行政に任せてしまうので
はなく、民間でも積極的に取り組も
うとした時に、まず何から始めてい
けばいいのか、ぜひ森先生からご意
見をいただきたいと思います。
森　先ほど江花さん、照島さんから
出たまちづくりの問題点と今のこと
を繋いでみたいと思うのですが、私
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は小布施（長野）とか角館（秋田）、
新潟では村上が好きです。いずれも
都市規模に共通性があり、だいたい
喜多方市が同じくらいの規模かと思
います。そう考えると、まちづくり
のコンセプトを一本化して引っ張っ
ていくには、会津若松市は大きすぎ
るんです。だから問題点がいろいろ
見えてくるのです。都市規模に応じ
たまちづくりの方向性というのがあ
ると思っています。では会津若松市
はどうするかというと、七日町があ
り青春通りがあるので街全体として
は統一コンセプトは出来ないけれど
も、ブロック単位ではできると思い
ます。
それから地域間連携の投げかけが
ありましたけれども一つ実例をあげ
ます。三島町の桐ですが、これはお
そらく日本一だろうと思っています。
今は地元の第三セクターの会社が桐
箪笥を作っていますが、かつてはほ
とんどが新潟・加茂へ出ていました。
その加茂の桐箪笥は今も品質的には
全国ナンバー１だという評価をも
らっています。そう考えると、会津
は原料供出地なのです。お米もそう
ですし、野菜もそうでした。要する
に付加価値をとらないで他産地に奉
仕するということです。その上、会
津は物流コストが非常にかかるとい
う条件不利地域です。私は会津が原
料供出地からいかに脱皮するかとい
うことが問われていると思います。
いかに加工分野を導入していくかが
問題です。三島の桐に関していえば、
花巻にインキュベーションの施設が
ありまして、機会がありそこを尋ね
たことがありました。水沢江刺の岩
谷堂箪笥を紹介してもらったのです
が、そこでは原料となるいい桐がな
くて困っているという話をされてい
たんです。三島に最高のいい桐があ
るということをお知らせしたら、さっ
そく多くの家具屋さんが訪ねてきま
した。彼らはまだこんなにいい桐が
只見川沿いにあるということを大変

喜んでくれました。たぶん実際に取
引の話に繋がっていくだろうと思っ
ています。ということは、全国でい
いものがあって、ある産地はなくて
困り、あるところは売れなくて困っ
ているという現状を繋ぐ情報、仕組
みがないのです。ということで、我々
は短大で地域活性化支援というもの
を２年前から行ってきました。偶然
の機会でこのように役立つことがで
きることもありますので、今ここに
お集まりの方々も含めて、やはり行
政ではカバーしきれない隙間をどう
繋ぐか、非常に重要なこの点につい
て、我々も勉強していったほうがい
いのかもしれません。もう一つ観光
で申し上げますと、今一番人気なの
が大内宿です。真冬の吹雪いている

ときでもたくさんお客さんがきてい
ます。ところが大内宿から「このま
まの交通事情ではまずい」という声
が上がってきています。大内宿に来
た観光客が、他の観光地を巡ること
ができないまま終わってしまうこと
が多く、もっと広く受け入れる仕組
み、観光ルートを作らないと、欲求
不満のまま帰ってしまうということ
なんです。大内宿は下郷町で南会津
地方振興局の管内、下野街道が通る
会津美里町は会津地方振興局の管内
ということで、行政の立場ではやり
にくい部分もあると思います。我々
はそういう部分で垣根に関係なく動
き回れるというところがありますの
で、こういった部分でも非常に重要
かと思っています。

貝沼　それでは最後に皆さんから今
後の抱負をひと言ずついただいてこ
の場を終わりにしたいと思います。
照島　自分が住んでいる集落の規則
に、力仕事をする人足の但し書きに、
「女性、60 歳以上でもよい」となっ
ているのです。そういう意味では特
例の年齢になってきたのかと思って
います。私が「東京はもう卒業だ」
と思ったのは 20代でした。地方で、
日本的な町で生活したいと思い、そ
んな中、会津は、城下町としての町
を生かし切っていない、私の入り込
む余地があるとの思いで会津に来ま
した。もう一つは自然の中で生活が
したいという想いもありました。そ
ういう「想い」で 10 年ぐらい様々
なことをやり、自分なりに当初の想
いは達成したわけです。もし、私が
来るもっと以前に、会津若松市が城
下町として古い建物を生かしながら
まちづくりを進めた時代があったら、
ここに来れなかったと思います。そ
こに「隙間」があるからこそ来れた
と思っています。
近年、ＩＴ関連が発展すればする
ほど、私には時代の先が見えなくな

ることがあります。もう一つはスピー
ドです。今までは一つの事業を起こ
して、真面目にやっていれば自分の
世代か、次の世代くらいまでその事
業を続けていくことができたのが、
そうではない時代に入ってしまいま
した。この二つが自分の中でショッ
クなのです。会津は「歴史・文化・
伝統と自然」があって、さらに「会
津大学」というもう一つ宝物をもらっ
たわけです。まさに、「会津は古いけ
れど新しい町」として素晴らしい機
能を持つことができたのです。それ
をどう生かすかと考えて見えている
のはやっぱり若者だろうと思うので
す。ＩＴをよく知っている人たちに
は次の世代にどう結び付けたらよい
かが見えるはずです。そういう意味
で、若い人たち、特に感性に高い女
性の人たちと一緒に協働することが、
私のこれからの役割なのかと思って
います。しかし、逆にいえばこんな
に時代が変わったからこそ、「隙間」
はものすごくあるはずで、そこにこ
れからの道があるかもしれません。
かつて火を使うような農業の革命が
あり、産業革命があり、今は、情報
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革命という長い時代の本当にまだス
タートなのだと思います。これから
大変換があるだろうとするときに、
やはり若い人に私は期待したいです。
本田　今後、どういう視点で地域を
とらえるかというと、やっぱり地域
経営という視点だと思っています。
地域を経営していこうと思ったとき
に、私たちは何が経営資源なのかを
捉えつつ、経営的センスで物を見て
いくというのが大事だと思っていま
す。学校においてもＮＰＯにおいて
も民間においてもまちづくりにおい
ても、やはりそれは同じです。マー
ケットに対して常に情報を集め、戦
略を講じて、人を育て、物を作り、
情報を共有しながら、どう結果をだ
すかという経営的視点でものをどう
捉えることが必要なのかと感じてい
ます。地域を越えて、会津の中で経
営チームのようなものがしっかり
あって、情報を共有し、戦略を共有し、
役割を分けながら絵を描いた通りに
進めて、途中トレースもするという
ような経営の場が、まず今の現段階
で必要だと思います。本来ならそれ
は政治なのかもしれないですが、政
治と経営は今は違ってきているので、
まず経営の視点で地域を捉えていく
というのがこれから大事なことなの
かと思いました。
江花　何年か過ぎてじいちゃん、ば
あちゃんになった時に、死ぬまで自
分の生まれた地域で活動したいとい
う気持ちはずっと抱き続けています。
そういう意味では、学生時代に一回、
他地域に出たことはありがたかった
と思っています。会社のサラリーマ
ンであろうと、まちづくりに携わっ
ていようと、地域の青年会、消防団
とか伊勢講、氏子会と死ぬまで地域
の関わりはあるので、そういうもの
を大事にしながら自分の地域を見つ
めてこのまちづくりを行っていくこ
とによって、自分の地域の良さをちゃ
んと伝承していくことに趣を置きた
いと思っています。アレックス・カー

の言葉で「何も無いところの美し
さ」というのが、この会津地域には
あると思います。決して飾らないと
ころが美しいのであって、建物もそ
んなに飾っていないけれども、生活
していること自体が美しい、そう思
えるのはやっぱり地域で育ちながら
他地域に出たことで地元を客観的に
見ることができる目なのだと思いま
す。今、地域がやるべきことという
のは、恐らくどこかで皆さんと手を
組み新たなステップを踏み出せるか、
１ステップ上がったその先に、新た
な会津というのが生まれてくると思
います。その時、初めてエリアを越
えた人と人とのオール会津ができる
と思っています。何年後になるかわ
からないですが、そのため基盤づく
りを今のうちにしっかり準備をした
いと思っております。

横田　今日の皆さんをみて、なんて
ボランティア精神を持った人ばかり
集まっているのだろうと感じました。
私も素材広場はまったくのボラン
ティアでやっていますが、そういう
思いの人ってこの地域にもっといる
のだろうと思います。そういう方た
ちが目的をもって、手を繋げば、す
ごく強いチームになるだろうと思い

ました。ですから、まずはそういう
人たちがどのくらいいるかというの
を調べるのが先かなと思います。そ
して、そういう人たちが集まること
が大事だと思います。ただ、そのよ
うな方たちは基本的にすごく忙しい
ので、それをまとめる人がまた一人
必要なのかと思いました。
江川　私はＮＰＯの世界にいるの
で、ボランティアという言葉は結構
良く使ったりするのですが、ボラン
ティアの捉え方は人それぞれで、「無
償」だという人と、「自発的」に活
動している人と捉えている人がいま
す。たぶん英語では自発的に活動す
る人という意味だと思います。ＮＰ
Ｏは、持続可能ということが非常に
大事だと思っています。それはＮＰ
Ｏだろうが、法人格を持っていない
民間団体だろうが同じだと思います。
どんな小さな団体でもいいから、自
分たちが持続可能である、活動をき
ちんと続けていける、自立した経営
ができている、それをお互いにつな
ぎ合わせることができる中間支援的
な団体があるとすれば、地域がどん
どん活性化してくると感じています。
今回の事業では、実はボランティア
団体、ＮＰＯ団体の調査をやってい
ます。現在その調査結果をまとめて
いるところです。この調査とあわせ
て、今回集まっていただいた皆さん
の中から、ぜひ皆さんの持っている
ものを提供してほしいと思っていま
す。皆さんはいろんなノウハウを
もっていらっしゃるし、いろんな人
脈、経営資源も持っていらっしゃい
ます。それを提供していただく機会
を次のステップとして用意したいと
思います。皆さんがノウハウを提供
する中で、各団体の運営が良くなり、
各団体のネットワークが密になると
いった効果が生み出せます。ある意
味皆さんはお医者さん的役割だと私
は思っています。皆さんが問診して
いろんな話を聞くことによって、相
手の状態、困っていることがわかる。

会津大学短期大学部
教授　森　文雄 氏



会津ローカル・ヒーロー座談会

24

どういう団体とつなげばいいのかが
わかるというようなお医者さん的役
割を十分果たせるような人が揃って
いらっしゃる。次のステップとして
は、ネットワーク構築の中間支援の
ご協力を、ぜひ皆さんから得たいと
いうのが正直なところです。

森　先ほど本田さんから地域経営と
いう言葉を出していただきました。
私もそういうコンセプトでやってい
るつもりです。我々が地域とどうい
うスタンスで向き合うかというとこ
ろで、ちょっとお話してみたいと思
います。「会津の三泣き」という言葉
がありますが、その最初の「泣き」
は、会津人の強い警戒心を表してい
ます。それを突破するのは、本田さ
んの場合は昔からの繋がりだったと
いうお話をしていただきました。私
たちに共通している点は、地域とブ
レなく関われることであり、逆に逃
げることができない点です。転勤、
異動はまずありません。これが信頼
を得る貴重な資源だと受け止めてい
ます。行政の限界はそこにあるので
す。金はあるけど、担当者が変わる。
担当者が変わると政策がぶれる。現
場ではその点に対する戸惑いが非常
に大きいのです。そう考えると、我々

にはそこを繋ぐ貴重な役割があると、
そういう立場にある者同士が連携す
ることに非常に大きい意味があると
受け止めております。そういうスタ
ンスで地域と関わっていきたい、そ
れが今日の結論です。
塚原　一つはこれからの会津を考え
るときに、私は文化というものをキー
ワードに上げたいと思います。会津
地域で、特定の時代の特定のテーマ
の文化に皆さん偏っていますけれど
も、それをもっと広げなくてはいけ
ないと考えています。空間的に広げ
ることと、時間的に、テーマ的に広
げて、トータルとしての会津がどん
なものであったかということを客観
的にもう一度理解しなおすべきでは
ないのかと考えています。その中で
奥会津の山村文化、生活文化まで入っ
てくれば、会津の奥深さがでてくる
のではないかと思います。その中に
は当然自然環境もあるわけで、生物
多様性を保持した会津というような、
新しい価値がでてくるのではないか
と考えています。同時に、その展開
の中で、創造というものもでてきま
す。今まで固定化した会津が、刺激
を受けることによって、もっともっ
と創造的な活動が生まれるという期
待を込めて、文化というものを考え
ています。
もう一つは、外から見たときに、
会津という名前、イメージというも
のは非常にしっかりしています。ビ
ジネスや地域の助け合い、社会的結
束の中で、この会津という言葉を大
事にしたいと思います。それを踏ま
えて市民活動が展開する中で、プロ
デュース機能が今後重要になってく
ると思います。一つは地域経営とし
てのプロデューサー、もう一つは、
事業経営としてのプロデューサーで
す。こういう方々を大事にしていく、
あるいは応援していきたいと考えて
います。喜多方市塩川にあるテクノ
カレッジ会津の観光学科を平成 22
年度から短期大学校化します。教育

のコンセプトはホスピタリティ、コ
ミュニケーション、観光プロデュー
スの３本柱です。ここは学生に教え
るだけではなくて、社会人の教育も
行う予定です。広い意味でプロデュー
サーを育成・支援する場になればと
考えております。
貝沼　今日は長時間に渡り有意義な
議論を展開していただきまして、本
当にありがとうございました。会津
の未来に対するたくさんのヒントが
詰まった議論になりました。特に「連
携・協働」と「お客さんの目線に立っ
たプロデュース」がこれからの会津
のキーワードだと実感しました。ま
た、「次世代へのチャレンジの場作り」
については、今日は深く議論できま
せんでしたが、個人的には、皆さん
のような地域プロデューサーの方の
取り組みの現場に若者が一緒に入る、
そんな仕組みづくりをしていきたい
と考えています。
このカタログやウェブサイトの事
業の目的でもありますが、これから
の会津に「チャレンジの連鎖」と「次
世代への継承」の場を作っていける
ように、皆さんと一緒にこれからも
取り組んでいきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

司会・進行
㈱明天　代表取締役　貝沼　航


